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特集　事業における「協同」の多様性に学ぶ
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はじめに

　コンビニエンスストア業界の３強（セブン - イ
レブン・ジャパン、ローソン、ファミリーマート）
による競争、集中化はますます激化している。セ
ブン - イレブン・ジャパンはドミナント戦略でこ
こ数年未進出地域に一気に進出し、店舗数を伸ば
している。ファミリーマートは 2016 年９月、サー
クル Kサンクスを傘下に持つユニーグループ・
ホールディングスと経営統合する。2015 年にも
ココストアを完全子会社化しており、各店舗は順
次ファミリーマートに転換される予定である。ま
た、ローソンはポプラ（2014）、スリーエフ（2015）
と提携。2016 年２月には、北関東を地盤とする
セーブオンと山形・福島・茨城県内におけるメガ
フランチャイズ契約を締結するなど、中堅コンビ
ニとの提携を通じた陣営拡大を進めている。１）

　食料品アクセス問題（買い物弱者・買い物難民
等）も深刻になっており、これまでの趨勢が継
続した場合、食料品アクセスに困難が想定され
る人口（生鮮食料品販売店舗まで 500m以上で自
動車のない高齢者）は、2010 年の 382 万人から、
2025 年には 598 万人へと 56.4％増加すると推計
されている。２）３）

　上記のような社会情勢の中、「地域において小
売業としては何ができるのか。何をすべきなの
か。」という問いに対しての答えを見つけるため
の糸口として、山崎製パン株式会社（以下、山崎
製パン）が展開する通常のフランチャイズ契約と
は異なる、コンビニエンス機能店「ヤマザキショッ
プ（通称Ｙショップ）」について紹介する。また、
「Ｙショップ」は地域密着をテーマとして、JA（農
業協同組合）との過疎地域における取組みなどを
行っている。このような事例を通じて、地域にお
ける小売業としての役割を考える参考としていた
だきたい。

Y ショップ看板用ロゴ
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山崎製パンの小売業展開

　山崎製パンは、食パン・菓子パンだけで
なく、和菓子・洋菓子の生産及び販売を行
う、パンの製造企業である。人気商品とし
ては、薄皮つぶあんぱん、ランチパック、
まるごとソーセージ、コッペパン等があげ
られる。また、ヤマザキ春のパンまつりも
1981 年に始まり 36 年間継続している有名
キャンペーンである。売上高は 1兆円を超
え、食品業界でもトップ 10 に入る大企業
であり、パン業界最大手である。４）

　そんな山崎製パンがどのように小売業界
に進出してきたかをみていこう。創業時
（1948 年）より、市川駅前で直売所を開く
など、小売を行っていた。
　チェーン店としての展開としては、1967
年の株式会社スーパーヤマザキの出店であ
る。現在も東京都多摩地区を中心に 10 店
舗の運営を行っている。
　コンビニエンスストア事業進出の時期と
しては、1977 年の「サンエブリー」の展
開が最初である。1978 年には営業部門の
事業として「ヤマザキデイリーストア」展
開。1982 年にはデイリー事業部と株式会
社サンエブリーを統合し、株式会社サン
ショップヤマザキとしてコンビニエンスス
トア事業を本格展開した。その後約 20 年
間、「サンエブリー」と「ヤマザキデイリー
ストア」の２つのブランドが並存していた。
1999 年には、株式会社サンショップヤマ
ザキを株式会社デイリーヤマザキに社名変
更し、新しく「デイリーヤマザキ」とい
うブランドに統合した。2013 年７月には、
株式会社デイリーヤマザキを吸収合併し、デ
イリーヤマザキ事業統括本部を新設した。
　前述したコンビニエンスストアと並存す
る形で、コンビニエンス機能店「Yショッ

プ」の展開も 1982 年埼玉県川口市で開始
した。Ｙショップの詳細については後述する。
　また、「デイリーヤマザキ」と「Yショッ
プ」の中間の機能を持つ「ニューヤマザキ
デイリーストア」も 2013 年から展開して
いる。
　以上のように、コンビニエンスストア事
業としては、３つのコンビニエンス機能を
持つ業態を中心に展開している。

Ｙショップの概要

　「ヤマザキショップ」とは別名Ｙショッ
プとも呼ばれる、山崎製パンが展開する小
売業態のひとつである。同社の生産するパ
ン・和菓子・洋菓子・調理米飯・麺類・菓
子類をはじめ、仕入れによるコンビニエン
スストア商材を店舗に供給して品揃えし、
地域に密着した店舗運営を行う小売形態で
あり、同社では「コンビニエンス機能店」
と表現している。店舗形態としては、路面
店舗と施設内店舗の２種類がある。施設内
店舗の例としては、病院・企業・工場、道
の駅や裁判所や自衛隊施設内などにもある
という。特徴としては、地域密着、自己物
件による運営、同社物流網をいかした豊富
な品揃え、安価な運営費、オーナー主導型
であることが挙げられる。
　同時展開する「デイリーヤマザキ」など
のいわゆるコンビニエンスストアに比べる
と、より安価で経営可能であり、コンビニ
エンスストアでは採算がとれにくい地域で
の展開も可能となっている。コンビニエン
スストアに比べ緩やかなフランチャイズを
行っている。運営費に関してはロイヤリ
ティがなく、固定である。営業時間も 24
時間ではなく、１日 14 時間以上という条
件があるものの、他大手チェーン店よりも
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JA とＹショップの取組み

　2006 年に茨城・新潟・京都（現在は閉店）
から始まった。初期は各 JAとの直接契約
により、広島を中心に展開を行っていた。
2011 年に全農とＹショップ取組み合意書
締結後には、展開取組み件数も大きく伸びた。
2016 年 7 月末現在では、26 県で、52JAと
合計 89 店舗まで拡大（閉店店舗を除く）
しており、今後も新たな取組みを予定して
いる。現在までの全国的な JAとの取組み
については、開店年と都道府県ごとに表に
まとめる。

取組み事例としては、2012 年に行われた
JA成田市酒々井農産物直売所をＹショッ
プへと転換した例が挙げられる。次ページ
写真（図１、２）のような改装を行った。

　改装結果として、①Ｙショップの売上が
店舗売上にプラスに②相乗効果で産直品の
売上向上③生産者（農家）の活性化に繋が
るという効果が上がった。また、お客様の
声として「産直品以外の商品も揃って買い
物が助かる。」「若年層が入店しやすくなっ
た。」という声もあった。
　他事例の詳細な説明としては、今回取材
にご協力いただいた塚田氏による、2008
年に行われた JA広島ゆたかとの取組みに

柔軟に対応可能である。年中無休ではなく、
定休日も設定できる。また、公共料金の収
納代行や電子マネーの取り扱いなども標準
機能ではないが、オプションで追加可能で
ある。オーナー主導型であることにより、
店舗ごとに提供するサービスの差が出てし
まうという面もある。
　第一号店は 1982 年埼玉県川口市で開始
した。背景としては、大手コンビニエンス
ストアの成長もあり、山崎製パンが多くの
商品を卸していた一般小売店が激しい競争
に飲み込まれていた。そのような情勢の中、
山崎製パンとしては、創業以来共存・共栄
してきた自社商品の販売店である一般小売
店の活性化を図ろうとした。その支援の一
環として、パンを卸すだけではなく、店舗
の運営もフォローする新しいパッケージと
して、Ｙショップの展開が始まった。2016
年７月末現在、路面店舗が 1918 店、施設
内店舗が 1228 店加盟している。合計する
と、3146 店となり、コンビニエンススト
ア業界の３強に次ぐ店舗数となる。（参考
として、2016 年７月 31 日現在、ミニストッ
プは全国 2229 店５））
　また、Ｙショップのコンセプトの一つと
して、地域密着がある。大手コンビニエン
スストアに比べると、固定客が多く、予約
商品の売上が高い。全国にもつ山崎製パン
の流通網を用いて、地域密着の一環として
実施したことに JAとの取組みがある。
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図１　改装前（左上から外観、レイアウト図、店内写真１、２）
出所）山崎製パン提供

図２　改装後（左上から外観、レイアウト図、店内写真１、２）
出所）山崎製パン提供
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関する「JAと山崎製パンによる過疎地域
での店舗運営～企業間連携によるお互いの
強みを活かした運営手法～」を参照してい
ただきたい。６）

全体の傾向とポイント

　JAとの取組みの多くは、JAの購買店が
売上不振であるところから取組みが始まっ
ている。売上不振である店舗をＹショップ
として、充実した購買場所の提供を可能に
しようと取組みを行っている。特に、山崎
製パンのもつ物流網による商品の充実を図
ることにより、売上や客数の伸びにつな
がっている。JA には JA 特有のなくては
ならない製品も多くあり、そのような商
品も仕入可能な、オーナー権限の大きいＹ
ショップだからこそ実現可能な取組みである。
　実施場所としては、過疎地が比較的多く、
大手コンビニエンスストアや「デイリーヤ
マザキ」も収益を考慮すると、進出できな
い場所である。しかし、取組みを行う前か
ら、山崎製パンと JAにおいて取引があり、
その結果、Ｙショップと JAの取組みを開
始することが可能であった。
　また山崎製パンとしては、実施当初は全
く意識していなかったが、多くの場合購買
場所が少ない場所での取組みとなるので、
結果として食料品アクセス問題の対策にも
なった。
　塚田氏も「JAとの『ヤマザキショップ』
の取組みが拡大しているポイントとして
は、お互いの強みを理解し、売場で品揃え
を充実させることにあります。山崎製パン
のパン・調理米飯・菓子類を始めとする『コ
ンビニエンス商材』と JAの生鮮三品を始
めとする『JA商材』をミックスした売場
を作ることにより、新しい顧客の取り込み

に成功しています。」７）と述べているよう
に、成功のポイントは品揃えにあるように
感じる。

今後の展望と課題

　JA自体の傾向として、購買店をコンビ
ニエンスストアと提携していく傾向はこの
まま拡大していく可能性が高いであろう。
その根拠としては、大手コンビニエンスス
トアの地方進出である。特に、最大手のセ
ブン - イレブン・ジャパンがここ数年で未
進出県に一気に進出を始めた。JAも競争
の渦に飲み込まれることが増えていくであ
ろう。そうなれば JAも何らかの手を打つ
必要が出てくる。その一つの方法として、
コンビニエンスストアとの提携は有効な方
法だと考えられる。
　現在進行形として、「JA 全農×ファミ
リーマート全農が展開する直売所とコンビ
ニエンスストアの機能を兼ね備えた一体型
店舗を展開」「東北初となる JAとファミ
マの一体型店舗」など、３強の中でも特
に積極的 JAとの取組みを行っているのは
ファミリーマートである。現在は店舗の規
模の違い、展開場所、オーナー権限の大き
さの違い等で JAとの取組みは住み分けで
きているが、将来的には競合相手となりう
る存在である。競合となった場合大手コン
ビニエンスストアに対して、どのような強
みを JAとの取組みにおいて、Ｙショップ
が発揮できるかを発見すること、アピール
していくことが課題となるであろう。

おわりに

　今回の取材を通して特に強調していたの
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が、山崎製パンは「良品廉価・顧客本位」
の精神で、お取引先を通して、お客様に商
品を提供してきた企業であり、その販売店
として一般小売店（個人商店）と長いお付
き合いをしてきた。そのような店舗をどう
にか盛り上げたい、活性化させたい、とい
う思いである。その思いに基づき、全国に
安価な運営費のみで毎日パンを届けている。
　上記のような思いに基づく行いの一つ
が、JAとの取組みである。実施当初、食
料品アクセス問題は全く意識していなかっ
たという。元々そのような地域も含め全国
にパンを届けていたのが、山崎製パンとい
う会社なのである。コンビニエンスストア
として、Ｙショップだけしか近所に無い（山
崎製パンではコンビニエンス機能店と表
現）という地域も少なくない。そのような
地域では大手コンビニエンストアでは、進
出困難であり、Ｙショップの存在自体が、
食料品アクセス問題への対策となってお
り、大きな地域貢献となっている。
　全国にもつ強力な流通網を利用して、今
後も山崎製パンには地域貢献をしていただ
きたいし、その継続が可能な企業だと考え
ている。

　本稿は山崎製パン所属の小売事業本部Ｙ
ショップ事業部次長佐藤重行氏、小売事業
本部Ｙショップ事業部店舗運営課マネー
ジャー山田隆三氏、小売事業本部市場開発
営業部課長塚田紳一朗氏、以上３名への取
材をもとに書き上げた。取材にご協力いた
だいた皆様へ感謝申し上げます。
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2016 年９月１日アクセス )
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疎地域での店舗運営～企業間連携によるお互い
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７）同上


